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外装タイル張り工法としては，現在，改良圧着張り，  

改良横み上げ張り，密着張り等がみるが，上頗勺新しい  

工法である密着張りは，接着強度の安定性，特別な技能  

工を必要としない，施工むらがほとんどない，工期の短  

縮が図れるなどの理由から，当現場では密着張り（ゲィ  

ブラート工法）を採用した。   

ヴイプラートエ法による外壁タイ  
ルの施エ   

ー田無市庁舎－  

3．施工方法  

ゲイブラート工法は，従来の外壁庄着張り工法と同様  

に，下地に張り付けモルタルを塗り，これにタイルを押  

しつけて張ってゆく工法であるが，木づちやこての柄で  

タイルをたゝく代りに，タイル表面に．専用の電動衝撃  

工具（ゲイプラート）を用いる。   

タイルに特殊衝撃（10ロー120回／dを，与えながらモ  

ルタルの中に押し込むようにして張り付けるゲイブラー  

ト工法は，特殊衝撃により張り付けモルタル中に容易に  

埋めこまれるばかりでなく，軟らかく戻されたモルタル  

と良くなじむので，塗り置き時間の経過に伴うタイルの  

接着強度の低下が少ない。   

張り付けモルタルが適度に硬化後，目地部のモルタル  

を経で押えて目地の仕上げとする。   

F厄．1に外壁タイルの納まり図を示す。また，木工法  

の施工手順の概要と，施工上の主な留意点をFig．2に示  

す。  
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田無市庁舎新築工事において，外壁面のタイル張り施  

工に，剥離防止として有効なゲイプラート工法を採用し  

た。   

その結果現場での抜きとり試験では，7．0～10．3kgf／  

cm2の接着強度が確認された。また，タイル張り完了後の  

浮き検査では，タイル張付面碑5，000m2，33万枚のう  

ち，47枚（0．014％）を補修し，一応所期の目的であるタ  

イルの接着強さ，施工むらの解消，耳期短縮等の成果を  

得た。  

1．工事概要   

工事名 田無市庁舎新染工事  

企業先 田無市  
設 計 ㈱佐藤武夫設計事務所  

工 期 昭和57年2月27日一昭和58年10月31日  

規 模 事務棟 鉄骨鉄筋コンクリート造  

地下1階 地上5階建  

議会棟 鉄筋コンクリート造 地上4階建  

延床面積11．125m一  

夕イル仕様 磁器質2丁掛タイル（湿式製法）蟻足付  

寸法 227×60×15  

メーカー 岩尾磁器工業㈱  

施工 不二窯業㈱   
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10－12m皿  

張付けモルタル  張付けモルタル  
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Fig．1外壁タイルの納まり囲   

4．検査結果   

（1）外壁タイルの浮き検査結果   

タイル張り完了後，テストノ、ンマ一による外壁タイル  

の浮き検査結果をTable．1に示す。全体に対する浮き  

の比率は0．014％と，良好な結果を得た。  

（2）外壁タイルの引張試験結果   

見本張り及び現場施工の外壁タイルの引張試験結果を  

Table．2に示す。   

2．タイル張り工法の選定  

当市庁舎のタイル張り外壁面は，庇等の突出部が無く．  

直接1階アプローチ部分に面しているため，タイル施工  

法の選定に当っては，特に剥落に対しての安全性を十分  

考慮する必要があった。  

・東京建設（支）田無（出）係長  
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lコンクリート脹体l  Table2 外壁タイルの引張試験結果∴  

＼  工  法  引鮎荷孤（tFの  引鮎強さ（b〝田Il  伯  考  見＊張勺  在 農 工 法  1．封川  8・8二  （軋り付け時トン カ≠わ柄他用）   ゲイプラート工法  1．6仙  11，7    現場旛エ  ゲイプラート工法  1，135  8．3  （底j取り検査 7ケ所の平月】伍）  
な」お，建設省仕様による外壁タイルの引張強さは4  

kgf／cm2以上である。  

5ト ヴイプラートエ法施工時間の実績   

当工法による施工時間の実績をTable．3に示す。  

なお，当工事における張り付け面稗の施工実績は，平均  

すると約8－9m2／回であった。  

Table3 施工時間の実績  

種   
所要時間（分）  

土  mlTl   hax  平均   

亡ルタル混練→モルタル塗布   
：練り置き時間）   

5   60 24  

レタル塗布→タイル張り付け完了   
25   95   43   

り置き時間）   

イル張り付け完了→目地押え   15   127   60   

注）上表はタイルエ4堆の8日間の実績による。  

‖下地モルタル面は．＊ごて仕上と十る．  

よた．下血の妃燻期間11日＝Lu上と十も．   

2〉下地モルタル両の割れ 浮きの檜査そ行   

い．不良簡諦七撼作する．   

8）l且杜の且11．t時間獄門l：t布■と完了十  

も且と十る。   

りブラシ等で下地の11こl書取晩さ．かつ   

十分l：ホ阻、セ行ラ．  

Sl張り付けモルタルの塗咋115－8■一々必  

ヾ2度塗りと十も．  

6）タイルセ逓縫Lて計るとすれや十いのて   

1且おきに糸張りセ十る。   

7〉彗り付IIモルタル箆布は，ユD分以門⊂タ  

イル奮梨，おえも1うに十る．   

8）間口和上恥帯lニは．ステンレス且つIの   

役鞠ケ北岡丁も．   

9）ヨ地モルタルが硬化級．正ちl：タイル面   

の清掃七行う．  

§6．おわりに   

ゲイブラ「ト工法による外壁タイル張りの長所，短所  

をまとめると次のようになる。．  

長所（1）タイル張り付け完了後，すぐに目地を押えて仕  

上げるのでタイルの汚れが少なく，タイル洗い  

時にも塩酸濃度をうすくできるので，サッシュ，  

金物等をいためないですむ。  

（2糊は技能工を必要とせすに施工できる。   

（3）ゲイブラートにより衝撃を与えるので，タイル  

と張り付けモルタル間の接着性が良い。  

短所（1）ゲイブラートの押え方によっては，タイル表面   

．の凹凸が目立つことがある。  

（2）目地は探目地となりi色がセメント色に限定さ  

れる。   

Fig．2 タイル張りの施工手順，及び施工上の主な留意点  

Tablelテストハンマーによる外壁タイルの浮き検査  
結果  

部  位  タイル雀付両線（n；）  タイル枚数l枚）  浮きの一所象（枚）  洋きの比率（％）   

事務棟   
北面   661   12．965   0   ○   
貫面   る5】   42J315   15   0．0ユ5   

両面   725   17．125   20   0．山2   

西面   651   12．ユ15   5   0．O12   

．絶食抹   

北面   712   46．280   2   0．0【〉l   

★面   561   315．465   0．01：！   

而葡   さ6l   36．165   0   q   

両面   5芯1   88，485   ○   ○   
合  計   5．083   33（l．395   lT   0．01」l  


